
金沢工業高等専門学校 基準２ 

基準２．教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－① 学科の構成が、教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点にかかる状況） 

・本校は、昭和37年に電気工学科、昭和38年に機械工学科が設置され、わが国基幹産業界の最もベー

スとなる現場技術者の養成を担ってきました。以来、時代の変化に対応するため、教育内容の充実

を積み重ねながら今日に至っています。（資料２－１－①－１） 

・現場技術者の養成を担う本校は、平成15年４月、情報技術の進展と産業の海外進出に伴う国際化に

対応するため、新たに「国際コミュニケーション情報工学科」を新設しました。また電気工学科を

「電気情報工学科」に名称変更し、教育課程の改編を図りました。 

・旧電気工学科は、昭和63年、科学技術の進展と産業の変化に対応するために、情報工学関連科目を

大幅に加えると共にコース制を導入し、電気・電子工学の分野全体を体系的に学ぶ「電気電子工学

コース」と電気工学を基礎にコンピュータ関連技術を中心に学ぶ「情報工学コース」を編成してき

ました。平成15年度の改組は、「情報工学コース」を基盤に実践的な英語コミュニケーション力を養

成する国際コミュニケーション情報工学科を設置し、「電気電子工学コース」を基盤に進展する情報

技術に精通する現代の電気電子技術者を養成する電気情報工学科に名称変更したものです。 

・各学科の目的及び概要は、（資料２－１－①－２）、（資料２－１－①－３）、（資料２－１－①－４）

の通りです。 

（分析結果とその根拠理由） 

・ 本校の教育目的ならびに組織は、学園の建学綱領を具現化し、社会に貢献するため適切な構成が

されていると考えています。 

（資料２－１－①－１） 

「金沢工業高等専門学校の沿革」 

昭和37年４月１日 

 金沢工業高等専門学校開校 

  電気工学科設置 

昭和38年４月１日 

 金沢工業高等専門学校 

  機械工学科設置 

昭和43年11月５日 

 穴水湾自然学苑開苑 

昭和44年１月16日 

 情報処理センター開設 

 （現情報処理サービスセンター） 

昭和48年９月21日 
 扇が丘診療所開所 

昭和57年６月１日 

 ライブラリーセンター開館 

昭和58年６月１日 

 基礎語学教育研究所開設 

 （現基礎英語教育センター） 

昭和 63 年４月１日 

  電気工学科１学級増 

平成２年４月 26 日 

 工学基礎実技センター開設 

（現工学設計教育センター） 

平成３年４月１日 

 新校舎完成 

平成５年７月８日 

 夢考房開設 

平成７年４月１日 

 人材開発センター開設 

 （現自己開発センター） 

平成７年５月23日 

 シンガポール理工学院と協力

協定調印 
平成７年７月 12 日 

 米国セントマイケルズ大学と

協力協定覚書調印  

平成８年４月１日 

 マルチメデイア考房開設 
平成９年４月１日 

 創造技術教育研究所開設 

平成12年４月１日 

 工学基礎教育センター開設 
平成 14 年 12 月 17 日 

 ニュージーランドオタゴ・ポリ

テクニクと協力協定覚書調印 
平成15年４月１日 

 国際コミュニケーション情報

工学科設置 

 電気工学科を電気情報工学科

に名称変更 

平成16年２月７日 

 ニュージーランドオタゴ・ポ

リテクニクと協力協定調印 

（出典 「学生便覧 2005」P.5 抜粋）
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（資料２－１－①－２） 

「電気情報工学科 学習・教育目標」 

電気・電子に関する基礎知識を修得し、回路設計、計測制御、さらにコンピュータ工学や通信ネッ

トワーク技術を身に付け、電気・電子・情報の分野を融合できるエンジニアの育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創造実験 各学年で修得した知識・技術を集約し、学生が自ら考え、発想し、モノづくりを実践する「問題発見・解決型」の教育です。卒業研究は５年
間の総まとめとして、グループでテーマを決め研究に取り組みます。全て必修科目となっています。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次

一般教育

専門教育

人間力の基礎となる「読み」「書き」「話す」を基本とした教育、国際化の時代に対応した「英語」の教育、工
学の基礎としての「数学」「物理」の教育を実践します。

電気情報工学科 カリキュラム

創造実験Ⅰ
必修科目２単位

創造実験Ⅱ
必修科目２単位

創造実験Ⅲ
必修科目３単位

創造実験Ⅳ
必修科目４単位

卒業研究
必修科目６単位

電気・電子に関する基礎知識を修得し、回路設計、計測制御、さらにコンピュータ工学や通信ネットワーク技術を
身に付け、電気・電子・情報の分野を融合できるエンジニアの育成を目指します。

必修科目：７２単位
選択科目：４０単位

必修科目：７９単位
選択科目：２１単位

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ専門における具体的な現象と関連付け、数学的、物理学的知識をいろいろな場面で活用できる応用能力を養い
ます。

応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ

電気基礎 電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ

電気磁気学Ⅰ 電気 学Ⅱ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磁気

デジタル回路

メカトロニクス電子工学

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ

システム工学 数値計算

情報工学 情報システム

電気と密接な関係にある、情報工学についてその基礎を身につけて、コンピュータ演習Ⅰ～Ⅳにおいては、プログラミング技術について演習を通して学習します。

工学演習Ⅰ 工学演習Ⅱ

半導体工学の基礎を学び、ダイオード、トランジスタ等を用い
た、電子回路の動作を理解し、さらにその応用回路について
の理解を深めていきます。

１年次より、電気技術の基礎をしっかり身につけ、２年次から３年次にかけて電気回路、電気磁気学
の基礎を学習していきます。

工学演習ⅠⅡでは、電気工学に関する基礎・応用について、第３種電気
主任技術者試験用の演習を交えながら学習します。

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ
データ通信ネットワーク
情報伝送工学

材料工学
制御工学材料工学や制御工学など、電気工学と関連のある専門分野の知識をさらに深めていきます。

コンピュータ演習Ⅰ コンピュータ演習Ⅱ コンピュ 習Ⅲータ演 コンピュータ演習Ⅳ

設計製図

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
国語Ⅰ　　　     　③ 国語Ⅱ　　　　　　　② 国語Ⅲ　　　　　　　② 国語Ⅳ　　　　　　　① 文学　　　　　　　  2
日本史　　　　　 　② 世界史　　　　　　　② 地理　　 　　　　　 2 科学技術史　　　 　 2

政治経済　　　　　  ② 環境学　　　　　　  1 哲学　　　　　　　  2
修学技法         　 1 心理学　　　　　　  2

デザイン概論        2
基礎数学Ⅰ　　　 　② 線形代数Ⅰ        　③ 線形代数Ⅱ          ② 数学特論            2
基礎数学Ⅱ　　　 　④ 微分積分Ⅰ        　③ 微分積分Ⅱ          ④ 倫理　　　　　　　　2
物理学Ⅰ　　　　 　② 物理学Ⅱ          　③ 化学                ②
保健体育Ⅰ　　　   ③ 保健体育Ⅱ        　② 保健体育Ⅲ        　② 保健体育Ⅳ          2
芸術             　① 総合英語Ⅳ　　　　　2
総合英語Ⅰ       　⑤ 総合英語Ⅱ          ③ 総合英語Ⅲ        　③ 英語表現技法        2 英語資格技術        2
英語スキルズⅠ     ③ 英語スキルズⅡ      ③ 英語スキルズⅢ      ③ 上級英語Ⅰ          4 上級英語Ⅱ          2

世界文化事情Ⅰ　　  2 ドイツ語            2
世界文化事情Ⅱ      2 中国語              2

人間と自然Ⅰ     　① 人間と自然Ⅱ      　② 人間と自然Ⅲ     　②
創造実験 創造実験Ⅰ         ② 創造実験Ⅱ          ② 創造実験Ⅲ          ③ 創造実験Ⅳ          ④ 卒業研究           ⑥

応用数学Ⅰ　　　　  ② 応用数学Ⅱ         ②
応用物理Ⅰ　　　　  ② 応用物理Ⅱ         ②

電気基礎           ② 電気磁気学Ⅰ        ③ 電気磁気学Ⅱ        ② 電子工学            ② メカトロニクス     ②
電気回路Ⅰ          ③ 電気回路Ⅱ          ② 電子回路Ⅰ          ② 電子回路Ⅱ         ②

デジタル回路        ② 制御工学           ②
設計製図            ② 材料工学           ②
システム工学        ②

計測工学            2 工学演習Ⅰ          ② 工学演習Ⅱ          ②
電気法規と施設管理  1 電気機器           2
発変電工学          2 送配電工学         2
ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ        2

情報工学           ② 情報システム        ② 数値計算           ②
コンピュータ演習Ⅰ ② コンピュータ演習Ⅱ  ② コンピュータ演習Ⅲ  ② コンピュータ演習Ⅳ  ② ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ    ②

ﾃﾞｰﾀ通信ﾈｯﾄﾜｰｸ     ②
情報伝送工学       ②

アルゴリズム        2 マルチメディア     2
ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ      2 ソフトウェア工学   2
インターンシップ    2

              　　　① ･･･必修科目 　　　　　　　　　1 ･･･選択科目 ※数字は単位数

一般教育

専門教育
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（資料２－１－①－３） 

「機械工学科 学習・教育目標」 

モノづくりに必要な機械工学の基礎知識を修得し、機械を制御するために必要な電気やコンピ

ュータに関する技術を身に付け、メカトロニクスに強いエンジニアの育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創造実験 各学年で修得した知識・技術を集約し、学生が自ら考え、発想し、モノづくりを実践する「問題発見・解決型」の教育です。卒業研究は５年
間の総まとめとして、グループでテーマを決め研究に取り組みます。全て必修科目となっています。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次

一般教育

専門教育

人間力の基礎となる「読み」「書き」「話す」を基本とした教育、国際化の時代に対応した「英語」の教育、工
学の基礎としての「数学」「物理」の教育を実践します。

機械工学科　カリキュラム

創造実験Ⅰ
必修科目２単位

創造実験Ⅱ
必修科目２単位

創造実験Ⅲ
必修科目２単位

創造実験Ⅳ
必修科目４単位

卒業研究
必修科目６単位

モノづくりに必要な機械工学の基礎知識を修得し、機械を制御するために必要な電気やコンピュータに関する技
術を身に付け、メカトロニクスに強いエンジニアの育成を目指します。

必修科目：７２単位
選択科目：４０単位

必修科目：７７単位
選択科目：１６単位

応用数学専門における具体的な現象と関連付け、数学的・物理学的知識をいろいろ
な場面で活用できる応用能力を養います。

応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ

機械システム基礎 機械システム応用 機械工学の基礎を修得するとともに、幅広い分野で活用さ
れる機械設計製図の基礎的な技術を修得します。

機械製図Ⅰ 機械製図Ⅱ

コンピュータに関する基礎、電気技術の基礎を身につけ、３年次から５年次にかけて、制御工学、ロボット工学、メカトロニクス等の専門への応用を修得します。

情報処理 コンピュータ演習

電気基礎

エレクトロニクス

マイコン制御

制御工学

ロボット工学

コンピュータ工学

メカトロニクス

工業力学

機械工学実験

機械や構造物の高精度化、複雑化、軽量化に関連する振動工学、エンジンやタービンなど、熱エネルギーを利
用して動力を発生する装置のメカニズムを学ぶ熱力学やエネルギー工学など、機械工学に関連する専門の分野
をさらに深く掘り下げて学習していきます。

熱力学

ＣＡＤ／ＣＡＭ

流体力学

エネルギー工学

振動工学

計測工学

設計システム工学

工業力学、材料力学、機械設計などの機械工学に関する基礎的な知識を修得します。これらの知識を活用して、機械設計、機械設計演習では、機械要素の設計および、材料の強
度計算を行い、機械の原理、機能的な構成などを理解すると共に、機械設計の一連の設計手順を修得します。

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ

機械設計 機械設計演習

創造実験 各学年で修得した知識・技術を集約し、学生が自ら考え、発想し、モノづくりを実践する「問題発見・解決型」の教育です。卒業研究は５年
間の総まとめとして、グループでテーマを決め研究に取り組みます。全て必修科目となっています。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次

一般教育

専門教育

人間力の基礎となる「読み」「書き」「話す」を基本とした教育、国際化の時代に対応した「英語」の教育、工
学の基礎としての「数学」「物理」の教育を実践します。

機械工学科　カリキュラム

創造実験Ⅰ
必修科目２単位

創造実験Ⅱ
必修科目２単位

創造実験Ⅲ
必修科目２単位

創造実験Ⅳ
必修科目４単位

卒業研究
必修科目６単位

モノづくりに必要な機械工学の基礎知識を修得し、機械を制御するために必要な電気やコンピュータに関する技
術を身に付け、メカトロニクスに強いエンジニアの育成を目指します。

必修科目：７２単位
選択科目：４０単位

必修科目：７７単位
選択科目：１６単位

応用数学専門における具体的な現象と関連付け、数学的・物理学的知識をいろいろ
な場面で活用できる応用能力を養います。

応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ

機械システム基礎 機械システム応用 機械工学の基礎を修得するとともに、幅広い分野で活用さ
れる機械設計製図の基礎的な技術を修得します。

機械製図Ⅰ 機械製図Ⅱ

コンピュータに関する基礎、電気技術の基礎を身につけ、３年次から５年次にかけて、制御工学、ロボット工学、メカトロニクス等の専門への応用を修得します。

情報処理 コンピュータ演習

電気基礎

エレクトロニクス

マイコン制御

制御工学

ロボット工学

コンピュータ工学

メカトロニクス

工業力学

機械工学実験

機械や構造物の高精度化、複雑化、軽量化に関連する振動工学、エンジンやタービンなど、熱エネルギーを利
用して動力を発生する装置のメカニズムを学ぶ熱力学やエネルギー工学など、機械工学に関連する専門の分野
をさらに深く掘り下げて学習していきます。

熱力学

ＣＡＤ／ＣＡＭ

流体力学

エネルギー工学

振動工学

計測工学

設計システム工学

工業力学、材料力学、機械設計などの機械工学に関する基礎的な知識を修得します。これらの知識を活用して、機械設計、機械設計演習では、機械要素の設計および、材料の強
度計算を行い、機械の原理、機能的な構成などを理解すると共に、機械設計の一連の設計手順を修得します。

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ

機械設計 機械設計演習

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
国語Ⅰ　　　　　　　③ 国語Ⅱ　　　　　　　② 国語Ⅲ　　　　　　　② 国語Ⅳ　　　　　　　① 文学　　　　　　　  2
日本史　　　　　　　② 世界史　　　　　　　② 地理　　　　　　　  2 科学技術史　　　 　 2

政治経済　　　　　  ② 環境学　　　　　　　1 哲学　　　　　　　  2
修学技法            1 心理学　　　　　　  2

デザイン概論        2
基礎数学Ⅰ　　　　　② 線形代数Ⅰ        　③ 線形代数Ⅱ          ② 数学特論            2
基礎数学Ⅱ　　　　　④ 微分積分Ⅰ        　③ 微分積分Ⅱ          ④ 倫理                2
物理学Ⅰ　　　　　  ② 物理学Ⅱ            ③ 化学                ②
保健体育Ⅰ　　　  　③ 保健体育Ⅱ        　② 保健体育Ⅲ        　② 保健体育Ⅳ          2
芸術                ① 総合英語Ⅳ          2
総合英語Ⅰ        　⑤ 総合英語Ⅱ          ③ 総合英語Ⅲ        　③ 英語表現技法        2 英語資格技術        2
英語スキルズⅠ      ③ 英語スキルズⅡ      ③ 英語スキルズⅢ      ③ 上級英語Ⅰ          4 上級英語Ⅱ          2

世界文化事情Ⅰ  　　 2 ドイツ語            2
世界文化事情Ⅱ  　　 2 中国語              2

人間と自然Ⅰ      　① 人間と自然Ⅱ      　② 人間と自然Ⅲ     　②
創造実験 創造実験Ⅰ          ② 創造実験Ⅱ          ② 創造実験Ⅲ          ② 創造実験Ⅳ          ④ 卒業研究           ⑥

応用数学          　④
応用物理Ⅰ　　　　  ② 応用物理Ⅱ          ②

機械システム基礎    ② 機械システム応用　  ②
機械製図Ⅰ        　② 機械製図Ⅱ        　②
情報処理            ② コンピュータ演習  　② マイコン制御        ① ロボット工学        ② コンピュータ工学   ②

電気基礎            ② エレクトロ二クス  　② 制御工学            ② メカトロ二クス     ②
工業力学            ② 材料力学Ⅰ          ② 材料力学Ⅱ          ② 振動工学           ②

熱力学              ② エネルギー工学     ②
流体力学            ② 計測工学           ②

機械設計            ② 機械設計演習        ② 機械工学実験       ③
ＣＡＤ／ＣＡＭ      ② 設計システム工学　 ③

材料加工            2 機械工学演習Ⅰ      2 機械工学演習Ⅱ     2
機械材料           2
先端材料工学       2
生産システム工学　 2
ビークル工学       2

インターンシップ    2

              　　　① ･･･必修科目 　　　　　　　　　1 ･･･選択科目 ※数字は単位数

一般教育

専門教育



金沢工業高等専門学校 基準２ 
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（資料２－１－①－４） 

「国際コミュニケーション情報工学科 学習・教育目標」 

コンピュータとソフトウェア開発の基礎知識を修得し、高度情報化社会の基盤となる情報技術

と実践的な英語コミュニケーション力を身に付けたエンジニアの育成を目指します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創造実験 各学年で修得した知識・技術を集約し、学生が自ら考え、発想し、モノづくりを実践する「問題発見・解決型」の教育です。卒業研究は５年
間の総まとめとして、グループでテーマを決め研究に取り組みます。全て必修科目となっています。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次

一般教育

専門教育

人間力の基礎となる「読み」「書き」「話す」を基本とした教育、国際化の時代に対応した「英語」の教育、工
学の基礎としての「数学」「物理」の教育を実践します。

国際コミュニケーション情報工学科　カリキュラム

創造実験Ⅰ
必修科目２単位

創造実験Ⅱ
必修科目２単位

創造実験Ⅲ
必修科目２単位

創造実験Ⅳ
必修科目２単位

卒業研究
必修科目６単位

コンピュータとソフトウェア開発の基礎知識を修得し、高度情報化社会の基盤となる情報技術と実践的な英語コミュ
ニケーション力を身に付けたエンジニアの育成を目指します。

必修科目：７２単位
選択科目：４０単位

必修科目：８１単位
選択科目：１８単位

専門における具体的な現象と関連付け、数学的知識をいろいろな場面で活用できる応用能力を養います。

情報処理Ⅰ～Ⅲにおいて、コンピュータの概要から、コンピュータシステム、情報システムと段階を経て学習すると同
時に、情報処理Ⅰおよびコンピュータ演習Ⅰ～Ⅳでは、プログラミングの技術を修得していきます。これらを総合して、
情報工学演習Ⅰ～Ⅱでは、少人数でグループを組み、システム開発の基礎を演習を通して体験し修得します。さらに、
４年次から５年次にかけては、ネットワーク、コンピュータグラフィックス、マルチメディア、データベースなど、専門分
野をさらに深く掘り下げて学習していきます。

アルゴリズム

オペレーティングシステム

数値計算

コンピュータグラフィックス

マルチメディア

データベース

通信ネットワーク

外国事情で国際的視野を広げ、英語総合技能において海外留学に参加した学生に近づく英語学習を体験します。英語発表技法、ビジネス英語では、
社会で通用する英語によるプレゼンテーション技法やビジネス社会における英語の使用について学習します。また、時事英語では英字新聞記事を
読む訓練を行います。国際英語コミュニケーションⅠ、Ⅱでは、企業において重要視されているTOEIC受験のための英語力を強化します。

コンピュータ演習Ⅰ コンピュータ演習Ⅱ コンピュータ演習Ⅲ コンピュータ演習Ⅳ

情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ 情報処理Ⅲ

外国事情

情報工学演習Ⅰ 情報工学演習Ⅱ

時事英語

英語総合技能Ⅰ

英語発表技法 ビジネス英語

国際英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 国際英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

創造実験におけるモノづくりや
制御に必要な力を身に付けま
す。専門科目と、創造実験の接
着剤の役割を果たしています。

計算機システムⅠ 計算機システムⅡ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ

メカトロニクスⅠ メカトロニクスⅡ

ソフトウェア工学

創造実験 各学年で修得した知識・技術を集約し、学生が自ら考え、発想し、モノづくりを実践する「問題発見・解決型」の教育です。卒業研究は５年
間の総まとめとして、グループでテーマを決め研究に取り組みます。全て必修科目となっています。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次

一般教育

専門教育

人間力の基礎となる「読み」「書き」「話す」を基本とした教育、国際化の時代に対応した「英語」の教育、工
学の基礎としての「数学」「物理」の教育を実践します。

国際コミュニケーション情報工学科　カリキュラム

創造実験Ⅰ
必修科目２単位

創造実験Ⅱ
必修科目２単位

創造実験Ⅲ
必修科目２単位

創造実験Ⅳ
必修科目２単位

卒業研究
必修科目６単位

コンピュータとソフトウェア開発の基礎知識を修得し、高度情報化社会の基盤となる情報技術と実践的な英語コミュ
ニケーション力を身に付けたエンジニアの育成を目指します。

必修科目：７２単位
選択科目：４０単位

必修科目：８１単位
選択科目：１８単位

専門における具体的な現象と関連付け、数学的知識をいろいろな場面で活用できる応用能力を養います。

情報処理Ⅰ～Ⅲにおいて、コンピュータの概要から、コンピュータシステム、情報システムと段階を経て学習すると同
時に、情報処理Ⅰおよびコンピュータ演習Ⅰ～Ⅳでは、プログラミングの技術を修得していきます。これらを総合して、
情報工学演習Ⅰ～Ⅱでは、少人数でグループを組み、システム開発の基礎を演習を通して体験し修得します。さらに、
４年次から５年次にかけては、ネットワーク、コンピュータグラフィックス、マルチメディア、データベースなど、専門分
野をさらに深く掘り下げて学習していきます。

アルゴリズム

オペレーティングシステム

数値計算

コンピュータグラフィックス

マルチメディア

データベース

通信ネットワーク

外国事情で国際的視野を広げ、英語総合技能において海外留学に参加した学生に近づく英語学習を体験します。英語発表技法、ビジネス英語では、
社会で通用する英語によるプレゼンテーション技法やビジネス社会における英語の使用について学習します。また、時事英語では英字新聞記事を
読む訓練を行います。国際英語コミュニケーションⅠ、Ⅱでは、企業において重要視されているTOEIC受験のための英語力を強化します。

コンピュータ演習Ⅰ コンピュータ演習Ⅱ コンピュータ演習Ⅲ コンピュータ演習Ⅳ

情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ 情報処理Ⅲ

外国事情

情報工学演習Ⅰ 情報工学演習Ⅱ

時事英語

英語総合技能Ⅰ

英語発表技法 ビジネス英語

国際英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 国際英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

創造実験におけるモノづくりや
制御に必要な力を身に付けま
す。専門科目と、創造実験の接
着剤の役割を果たしています。

計算機システムⅠ 計算機システムⅡ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ

メカトロニクスⅠ メカトロニクスⅡ

ソフトウェア工学

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
国語Ⅰ　　　　　 　③ 国語Ⅱ　　　　　　  ② 国語Ⅲ　　　　　　 ② 国語Ⅳ　　　　　　 ① 文学　　　　　　 　 2
日本史　　　　　 　② 世界史　　　　　 　② 地理　　　　　　　 2 科学技術史　　　 　 2

政治経済　　　　　 ② 環境学　　　　　　 1 哲学　　　　　　　  2
修学技法        　 1 心理学　　　　　　  2

デザイン概論        2
基礎数学Ⅰ　　　 　② 線形代数Ⅰ        　③ 線形代数Ⅱ         ② 数学特論            2
基礎数学Ⅱ　　　 　④ 微分積分Ⅰ        　③ 微分積分Ⅱ         ④ 倫理                2
物理学Ⅰ　　　　 　② 物理学Ⅱ            ③ 化学               ②
保健体育Ⅰ　　　 　③ 保健体育Ⅱ        　② 保健体育Ⅲ       　② 保健体育Ⅳ         2
芸術             　① 総合英語Ⅳ         2
総合英語Ⅰ         ⑤ 総合英語Ⅱ          ③ 総合英語Ⅲ       　③ 英語表現技法       2 英語資格技術        2
英語スキルズⅠ     ③ 英語スキルズⅡ      ③ 英語スキルズⅢ     ③ 上級英語Ⅰ         4 上級英語Ⅱ          2

世界文化事情Ⅰ　　  2 ドイツ語           2
世界文化事情Ⅱ      2 中国語             2

人間と自然Ⅰ     　① 人間と自然Ⅱ     　② 人間と自然Ⅲ     　②
創造実験 創造実験Ⅰ         ② 創造実験Ⅱ          ② 創造実験Ⅲ         ② 創造実験Ⅳ         ② 卒業研究           ⑥

応用数学Ⅰ　　　   ② 応用数学Ⅱ         ②
数値計算           ②

計算機システムⅠ    ② 計算機システムⅡ   ② 計算機システムⅢ   2
メカトロニクスⅠ　 ② メカトロニクスⅡ 　②

コンピュータ演習Ⅰ ② コンピュータ演習Ⅱ  ② コンピュータ演習Ⅲ ② コンピュータ演習Ⅳ ②
情報処理Ⅰ         ④ 情報処理Ⅱ        　④ 情報処理Ⅲ         ④ 情報工学演習Ⅰ     ② 情報工学演習Ⅱ     ②

アルゴリズム       ② データベース       ②
ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ     ② ソフトウェア工学   ②
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ    ② マルチメディア     ②

通信ネットワーク   ②
電気電子工学Ⅰ      2 電気電子工学Ⅱ     2 情報理論           2

英語発表技法       ② ビジネス英語       ②
外国事情            ② 英語総合技能Ⅰ         ③ 国際英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ② 国際英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ②
日本文化            2 英語総合技能Ⅱ     2 時事英語           ②

英語作文技法       2
英語討議技法       2

インターンシップ   2

              　　　① ･･･必修科目 　　　　　　　　　1 ･･･選択科目 ※数字は単位数

一般教育

専門教育
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観点２－１－② 専攻科を設置している場合には、専攻科の構成が、教育の目的を達成する上で適切

なものとなっているか。 

   

該当ありません。 

 

観点２－１－③ 全学的なセンター等を設置している場合には、それらが教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点にかかる状況） 

・学園に教育活動の振興を総合的に推進し支援する「教育支援機構」および研究活動を推進し支援す

る「研究支援機構」が設置されており、その運営委員会に校長が出席し、学生の利用等について適

宜意見を述べることとしています。また、両機構の運営には、本校教員が所属あるいは兼任職とし

て係わり、教育・研究の目的達成に貢献しています。（資料２－１－③－１） 

 

（資料２－１－③－１） 

「組織体制図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気情報工学科

機械工学科

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科

金沢工業大学

金沢工業高等専門学校
教
育
支
援
機
構

法
人
本
部

創造技術教育研究所

ライブラリーセンター
情報処理サービスセンター
自己開発センター
工学設計教育センター
工学基礎教育センター
基礎英語教育センター
穴水湾自然学苑
天池自然学苑

研
究
支
援
機
構

学園

・教育支援機構について（資料２－１－③－２）、（資料２－１－③－３） 

教育支援機構は、学園全体の教育の振興を図ることを目的として、大学、高専における学生の正

課・課外の学習を支援しています。本校においては、学科、各部会といった組織的な取り組みの中

において、教育支援機構の各センターとの連携を図り、学生への学習支援を実施しています。 

教育支援機構においては、月１回「教育支援センター連絡会」を開催し、各センターの活動状況

の報告が行われ、センター間の連携や運営委員長による活動報告に対する評価のコメントがなされ

ています。 
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（資料２－１－③－２） 

「金沢工業大学教育支援機構規程」 

 

(目的) 
第１条 金沢工業大学教育支援機構(以下「教育支援機構」という。)は、本学園に設置される教
育支援組織の行う教育活動の振興を総合的に推進することを目的とする。 

 (事業) 
第２条 教育支援機構は前条の目的を達成するため次の各号に掲げる事業を行う。 
(1) 学生の自学自習支援 
(2) 学生の技能及びスキル向上のための講習会、講座等の開催 
(3) 学生の資格取得支援 
(4) 教育支援組織の組織化と支援 
(5) 学生プロジェクト活動の組織化と支援 
(6) 教育関連情報の収集、整備、充実 
(7) 教育研究活動の振興 
(8) 教育研究活動の公開 
(9) 情報インフラ環境の整備、充実 
(10)実技教育支援のための技術員派遣 
(11)学生、教職員、卒業生の生涯学習支援 
(12)その他、前条の目的達成に必要な事業 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.140 抜粋） 

 

 

（資料２－１－③－３） 

「金沢工業大学教育支援機構教育支援組織規程」 

 

(目的) 
第１条 この規程は、学校法人金沢工業大学管理規則第 13 条第１項及び金沢工業大学教育支援機
構規程に基づき設置された教育支援組織(以下「教育支援機関」という。)全般についての組織
と事業の適性を期すために定める。 

 (使命) 
第２条 各教育支援機関はそれぞれの組織において定められた目的に従い、教育への積極的な支
援並びに教育の社会的使命の達成に努めなければならない。 

 (教育支援機関) 
第３条 金沢工業大学の教育支援機関は次の各号に掲げる教育支援組織をいう。 
(1) 情報処理サービスセンター 
(2) ライブラリーセンター 
(3) 工学設計教育センター 
(4) 工学基礎教育センター 
(5) 自己開発センター 
(6) 穴水湾自然学苑 
(7) 天池自然学苑 
２ 各教育支援機関の事業については別に定める。 
 (構成) 
第４条 各教育支援機関は次の職員をもって構成される。 
(1) 所長、館長、苑長 
(2) 次長、副館長、副苑長 
(3) 教員 
(4) 技術職員 
(5) 事務職員 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.141 抜粋） 



金沢工業高等専門学校 基準２ 

○ライブラリーセンター 

（授業との関連における利用） 

教員は、授業に関連する参考文献をシラバスに記載するなど、学生に積極的に紹介すること

で利用の促進を図っています。（資料２－１－③－４）、（資料２－１－③－５） 

 

（資料２－１－③－４） 

「本校学生の各センター利用実績」 
 
 
 
 

 

 

本校学生の各センター利用実績（年間延べ人数）
平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

ライブラリーセンター（図書館）
入館者数

42,010 42,648 28,481 36,516 49,344 44,367

自己開発センター利用者数
（資格試験申込者数）

299 988 813 947 963 863

夢考房（モノづくりのための工作環境）
ライセンス取得者数

641 731 338 481 485 299

38,481

さらに、問題発見解決能力を養うハンズオン教育の主柱とする「創造実験」や「卒業研究」

等の授業では、学生自らが情報を収集し解決策の糸口を探るため、ライブラリーセンター（Ｌ

Ｃ）において情報収集するように指導しています。 

ＬＣ２階フロア「教科書コーナー」は、高専５年間の学習内容を確認できるように、教科書

はじめシラバスに記載されている参考書が学年別に整備されています。また、授業の事前準備

として関連資料の学習や、授業後の学習内容の再確認を行うためにその教科専用の図書を準備

し、学生に利用させる「リザーブドブック制度」システムがあります。各教科の授業内容に応

じて必要資料を複数冊準備し、教育効果を高める仕組みがあり、本校では平成17年度から、文

章読解能力、鑑賞力の向上を目的にこのリザーブドブック制度を利用した取り組みを始めまし

た。さらに、「高専英語図書コーナー」を設置し、イクステンシブ・リーディング教材としての

「PENGUIN READERS」等を揃え、英語教育を支援しています。 

ＬＣ館内には、資料検索端末が18台設置され、学生が自由に検索できる環境が整備されてい

ます。ＬＣ高層階分野別フロアは、機械工学系、電気工学系、情報工学系等専門分野を考慮し

た排架フロアとなっており、さらに図書ラベルは各フロア別に色分けされ本校の学生にとって

利用しやすい環境となっています。 

（教室としての利用） 

少人数での英語教育を実践する場として、授業（「総合英語」、「英語スキルズ」等）でグルー

プ閲覧室を利用しています。大学の学生も利用するスペースとなっていますが、本校の授業を

優先した形で、スペースの確保を行っています。 

（創造力を養う空間として利用） 

ＬＣには、図書館としての機能だけではなく、デジタル技術を活用するモノづくりの場（マ

ルチメディア考房）としての機能も有しています。このマルチメディア考房では、文字、映像、

音を組み合わせたコンピュータグラフィックス等さまざまなデジタルコンテンツを創作するこ

とが可能となっています。現在は、クラブ紹介や高専祭等、各種行事で用いるポスターの作成

での利用や、インターネット端末を活用した情報収集といった利用があります。 

（サブジェクトライブラリアンについて－ＳＬ活動の指針より） 

サブジェクトライブラリアン（ＳＬ）制度とは、大学の各専門分野を代表する教員と本校の
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金沢工業高等専門学校 基準２ 

代表教員から成るチームが、大学及び高専における学習支援プログラムの企画立案を行うと共

に、学生に対して充実した学習支援を行うものです。基本的役割については、以下のとおりで

す。 

(1) 主題（専門分野）情報専門家としての役割 

(2) ＬＣの企画スタッフとしての役割 

(3) 教員、学部生、院生、高専生等に対する、ＬＣを用いた情報入手や研究、教育上の情報

利用の啓蒙 

(4) ＳＬとＬＣスタッフ（Library Staff:ＬＳ）との協力によるＬＣ所蔵の研究情報、教育

情報の性格や質の評価および向上とその入手方法や適切な情報サービスの在り方に関す

る企画検討 

こうしたＳＬの役割によって、本校とライブラリーセンターの連携が図られ、先に述べたよ

うな正課・課外における学生に対する充実した学習支援を提供しています。 

（資料２－１－③－５） 
「ライブラリーセンターの利用案内について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「学生便覧 2005」P.134） 
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金沢工業高等専門学校 基準２ 

○情報処理サービスセンター（資料２－１－③－６） 

（パソコン室のパソコン管理支援、ハード、ソフトウェア保守） 

パソコン室の管理運営については、情報教育部会における担当者と情報処理サービスセンタ

ーのスタッフとの連携において、その運用体制を決定し実施されます。 

具体的な運用体制として、パソコン室では、学生にアカウントを割り振り、サーバ上に学生

一人ひとりの利用環境を構築しています。また、パソコンの共同利用の利便性を高めるために

Reborn Card（復元ツール）を利用しており、再起動すると初期設定状態に戻るように設定し、

前の利用者記録が残らないようになっています。 

（ネットワークインフラ、サーバの計画、管理運営） 

本校では、コンピュータ演習室、マルチメディア演習室、多目的実験室Ⅰ（無線ＬＡＮ）、各

研究室、実験室等に学内ネットワークを整備し、円滑な授業運営を行っています。また、教員

室、事務局においても、ネットワークが整備されており、教員が担当する学事運営業務を行っ

ています。また、サーバ面においては、基本的には情報処理サービスセンターにおいて一括管

理を行う方針となっていますが、本校において、スムーズな授業運営を行うために、情報処理

サービスセンターとの連携において、本校独自のメールサーバ（パソコン教室でのみ利用可能）

や、学生のデータ保存領域を確保するファイルサーバを設置し運用しています。 

これらは、本校における情報教育の充実を図る計画において、情報処理サービスセンターと

の調整を行い、随時整備されてきたものです。なお、大学との共用施設内には利用できる情報

コンセント環境が整備されており、学生個人の所有パソコンも情報処理サービスセンターの行

う情報倫理学習コースを受講し、修了テストに合格すると利用することができます。また、電

子メールアドレスを申し出て登録することにより利用することが可能です。 

（学籍、成績等の学事運営システムの開発と改良ならびに運用） 

高専事務局を中心に、教務係、学生係の各教員が携わる学事運営を円滑に実施するために独

自のシステムを開発し、そのシステムの管理を行っています。また、必要に応じて学事運営に

携わる各教職員から、システムに対する問題点やニーズを収集すると共に、システムの改良を

行っています。 
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金沢工業高等専門学校 基準２ 
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（資料２－１－③－６） 

「情報処理サービスセンター」 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 「学生便覧 2005」P.138） 

 



金沢工業高等専門学校 基準２ 

○自己開発センター 

（資格取得教育の支援、資格の相談や講習会に利用） 

資格指導部会には、各学科の主任がメンバーとして参画しており、自己開発センターとの連

携のもと資格取得に関する情報を収集しています。（資料２－１－③－７）また、各学科におい

て実施される授業と資格取得の関連について、自己開発センターに対して情報を提供していま

す。 

これらの連携により、授業との連携の中において、以下の資格について資格取得支援を実施

しています。 

・実用数学技能検定 

・日本語文章能力検定試験 

・漢字能力検定 

・電気主任技術者第３種および２種 

・３級機械設計技術者 

・ボイラ技士 

・工事担当者試験 

・情報技術検定試験 

・基本情報処理技術者試験 
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（資料２－１－③－７） 

「自己開発センター」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「学生便覧 2005」P.141） 



金沢工業高等専門学校 基準２ 

○工学設計教育センター（夢考房） 

（授業との関連における利用） 

夢考房では、さまざまな機械を利用するにあたり、夢考房ライセンス（安全技能講習）の受

講が義務づけられています。（資料２－１－③－８）学生は、授業（機械工学科の創造実験）の

中において、これらの安全技能講習（各種加工機械等の取り扱い技術を身につける講習会）を

受講し、授業ならびに課外におけるさまざまなモノづくりに取り組む場として夢考房を有効に

活用しています。 

また、同じく機械工学科における創造実験において、モノを作るにあたっての安全性の理解

を深めるため、夢考房等でのヒヤリハットに関する事例等を収集し、授業の中で学生に伝えて

います。 

（創造力を養う空間としての利用） 

学生の課外における積極的な学習を支援する仕組みとして、モノづくりを中心に取り組むハ

ンズオン部を設置しています。ハンズオン部では、部内対抗ロボコンや他校とのロボコン対戦

を実施しており、これらの企画・運営に関する情報について夢考房から提供してもらい、円滑

な運営を図っています。またハンズオン部の学生は、夢考房に在籍する技師や夢考房のプロジ

ェクトメンバー等から技術的なアドバイスを受ける等、緊密な連携が図られています。 

その他、夢考房では学生のプロジェクト活動を推進しています。この夢考房プロジェクトに

は､大学の学生が主体となって参画していますが、一部の高専の学生が参加しているプロジェク

トもあり、大学、高専の学生同士の交流の場としても位置づけられています。 
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（資料２－１－③－８） 

「工学設計教育センター（夢考房）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「学生便覧 2005」P.142） 



金沢工業高等専門学校 基準２ 

○工学基礎教育センター（数理教育の学習支援） 

工学基礎教育センターでは、大学の学生を中心に、数理教育に対して個別指導を展開し、課

外における充実した学習環境を提供しています。数理教育部会は、工学基礎教育センターの教

員と緊密な連携を図り、学習支援におけるノウハウ（運営方法や指導方法）等の情報を提供し

てもらいながら、本校における学生の学習支援の充実に寄与しています。 

具体的には、通常のオフィスアワーの時間以外に質問教室を設け、気軽に学生が質問できる

環境を構築し、学生の自学自習への意欲を高めています。 

○穴水湾自然学苑（資料２－１－③－９） 

能登半島の穴水町に穴水湾自然学苑が設置されています。ここでは、「人間と自然」の科目を

実践する教育の場として活用されています。「人間と自然」の教育内容およびスケジュールの決

定については、穴水湾自然学苑の教職員と緊密な連携の基で決定されています。例えば、研修

プログラムの中のグループ討議では、学生がチームを構成し、その中で、さまざまなテーマに

対して討議（ブレーンストーミング）を行い、コミュニケーションスキル（リーダーシップ、

協調性、ディスカッションスキル、プレゼンテーションスキル）を身につけると共に、エンジ

ニアとして必要な人間力を養うプログラムです。これらは、大学における「人間と自然」にお

いて既に実施されているプログラムであり、学生の人間力向上において効果を発揮している点

から、穴水湾自然学苑との連携において、本校にも導入されるようになりました。また海洋活

動は、カッターによる操艇訓練を行い、チームワークの重要性を体験する機会としています。 

 
 （資料２－１－③－９） 
 「穴水湾自然学苑」 
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金沢工業高等専門学校 基準２ 

・研究支援機構について（資料２－１－③－10） 
 研究支援機構は学園の研究活動を支援し、推進することを目的に組織され、本校の教員に対する

支援及び本校の創造技術教育研究所の活動支援を行っています。また本校教員の学位取得にかかる

留学等の支援も行っています。 

 

（資料２－１－③－10） 

「金沢工業大学研究支援機構規程」 

 

(目的) 

第１条 金沢工業大学研究支援機構(以下「研究機構」という)は、本学園に設置される研究所、

研究プロジェクトの他、本学園教職員すべての研究活動を総合的に推進することを目的とする。 

 (事業) 

第２条 研究機構は前条の目的を達成するため次の各号に掲げる事業を行う。 

(1) 研究所及び研究プロジェクトの組織化と支援 

(2) 産学官研究交流の活性化及び国際的学術研究の推進 

(3) 研究者養成による人材の拡充 

(4) 国内外の教育研究機関への研究者派遣 

(5) 学内外での共同研究の推進及び学外研究者の招聘 

(6) 研究環境の整備・充実 

(7) 受託(寄附)研究等の推進 

(8) 学会活動等の支援 

(9) 研究関連情報の収集及び提供 

(10)研究成果の公表並びに社会還元 

(11)ベンチャービジネスの育成 

(12)研究会、講演会、講習会、シンポジウム及び公開講座等の開催 

(13)その他前条の目的達成に必要な事業 

（出典「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.122 抜粋） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

・本校学生が大学と共用による充実した施設設備を利用し、また学園の人的サポートを受けて、教育

目的の達成や学生の自発的活動を推進する体制が整備されていると考えています。 
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金沢工業高等専門学校 基準２ 

観点２－２－① 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開する 

ための検討・運営体制が整備され、教育活動等に係る重要事項を審議するなどの必

要な活動を行っているか。 

（観点にかかる状況） 

・校長を議長とする学務会議において、教育課程全体の企画調整と編成が行われています。また、よ

り精密な議論が必要とされる場合は、校長の指示のもと「教務委員会」等において十分討議が尽く

されるような仕組みを有しています。 

・学務会議は、規程上毎月の開催としていますが、実状は週１回程度の開催となっており、学務全般

の計画と運営を審議しています。教務委員会は、学務会議で決定された事項について運営方法を策

定する委員会として適宜開催しています。具体的には、各教科の内容充実を図る教育部会の運営、

シラバスの確認、時間割や担当者の割付、成績処理、進級判定の日程などの実務運営管理と教務ス

ケジュール管理を担当しています。 

（分析結果とその根拠理由） 

学務会議を中心とする各種委員会等が整備され、活動が行われていると考えています。（資料２－２

－①－１）、（資料２－２－①－２）（資料２－２－①－３）、（資料２－２－①－４）、（資料２－２－①

－５）、（資料２－２－①－６）、（資料２－２－①－７） 

 

（資料２－２－①－１） 

「金沢工業高等専門学校 委員会等運営体制組織図」 
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指導部会

※７

学生
相談室

安全部会
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５
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指
導
部
会

クラス担任
連絡会

十
年
委
員
会
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ン
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ス
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ス
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委
員
会
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人
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部
・企
画
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工
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設
計
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セ
ン
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ー
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研
究
支
援
機
構

国
際
交
流
委
員
会

自
己
開
発
セ
ン
タ
ー

穴
水
湾
自
然
学
苑

基
礎
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

学園関係組織

※
７

学
生
相
談
室

Ｋ
Ｉ
Ｔ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

※６

創造教育
研究所

学生活動
支援部会

高専体育
大会部会

※５

資格指導
部会

※４

数理教育
部会

学科長

電気情報工学科／
電気工学科

機械工学科

学科長

国際コミュニケーション
情報工学科

学科長

学年主任／
クラス担任制

学年主任／
クラス担任制

学年主任／
クラス担任制

工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー

※
４

数
理
教
育
部
会

ＪＱＡ２１プロジェクト

入試本部

入試運営委員会

入試本部

入試運営委員会
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（資料２－２－①－２） 

「委員会等担当者表」（平成１７年度） 

所属学科 氏名

学

務

会

議

教

務

委

員

会

教

務

係

厚

生

補

導

委

員

会

学

生

係

進

路

指

導

委

員

会

ハ

ン

ズ

オ

ン

研

究

委

員

会

ク

ラ

ス

担

任

連

絡

会

担

当

ク

ラ

ス

名

電気情報工学科 堀　岡　雅　清 校長

電気情報工学科 香　林　利　男 学科長(D,E) 委員 委員 副担任 D1

電気情報工学科 下　谷　俊　昭 担任 D3

電気情報工学科 直　江　伸　至 委員 ○ 委員 担任 D2

電気情報工学科 表　　　義　憲 進路指導主事 委員長 副担任 E4A

電気情報工学科 南　出　章　幸 委員 担任 E4A

電気情報工学科 林　　　孝　広 ○ 副担任 E5A

電気情報工学科 石　黒　泰　治 委員 担任 E5A

電気情報工学科 土　地　邦　生 ○ 委員 副担任 D3

機械工学科 山　田　弘　文 研究主事 委員 委員長 副担任 M3

機械工学科 天　日　三知夫 委員 ○ 副担任 M1

機械工学科 杉　森　　　勝 担任 M4

機械工学科 松　井　　　洋 委員 担任 M5

機械工学科 堀　　　隆　一 ○ 担任 M3

機械工学科 金　光　　　学 学科長(M) 委員 委員 副担任 M5

機械工学科 古　屋　栄　彦 副担任 M2

国際コミュニケーション情報工学科榊　原　東一郎 委員 副担任 E4B

国際コミュニケーション情報工学科田　村　景　明 委員 ○ 委員 担任 E5B

国際コミュニケーション情報工学科村　本　　　紘 委員 担任 C3

国際コミュニケーション情報工学科今　澤　明　男 学科長(C) 委員 委員 副担任 C1

国際コミュニケーション情報工学科海　法　俊　光 学生主事 委員長

国際コミュニケーション情報工学科川　崎　順　治 ○ 担任 E4B

国際コミュニケーション情報工学科中　川　秀　敏 副委員長 副担任 E5B

国際コミュニケーション情報工学科中　沢　政　幸 委員 ○ 委員 副担任 C2

国際コミュニケーション情報工学科Ｄ．ゲイロード 委員

国際コミュニケーション情報工学科坂　倉　忠　和 ○ 委員 担任 C2

一般科目 壽　時　　　廣 副委員長

一般科目 大　慶　　　清 委員 担任 D1

一般科目 作　宮　和　泉 副委員長 委員

一般科目 半　田　　　敬 副担任 C3

一般科目 青　木　敏　彦 ○ 副担任 M4

一般科目 向　井　　　守 委員

一般科目 村　田　俊　也 副委員長 担任 M2

一般科目 大　原　しのぶ ○

一般科目 大　崎　富　雄 担任 M1

一般科目 氏　家　亮　子 ○

一般科目 宮　野　純　光 ○

一般科目 佐　藤　　　守 教務主事 委員長 副委員長

一般科目 原　　　孝　美 委員 担任 C1

一般科目 松　下　臣　仁

一般科目 佐　伯　昭　彦 ○ 委員 副担任 D2

一般科目 陳 　　　　?

事務局 宮　西　瑞　子 事務局長 委員 委員 委員 委員

事務局 千　川　康　夫 委員  

 

瑋
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（資料２－２－①－３） 

「金沢工業高等専門学校学務会議規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.74） 

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 学 務 会 議 規 程 

 

第１条 この規程は、金沢工業高等専門学校学務会議（以下「学務会議」という。）について必要

な事項について定める。 

第２条 学務会議は、校長のほか次の者をもって構成する。 

(1)副校長 

(2)教務主事、学生主事、研究主事及び進路指導主事 

(3)電気情報工学科科長、機械工学科科長及び国際コミュニケーション情報工学科科長 

(4)事務局長 

第３条 学務会議は、次の事項について審議する。 

(1)教育研究の質的向上に関する事項 

(2)学則、その他教育研究に係る重要な規則に関する事項 

(3)教育課程編成に関する事項 

(4)学生の入学、退学、進級、休学、卒業の認定及び留学に関する事項 

(5)学生の厚生補導に関する事項 

(6)学生の賞罰に関する事項 

(7)認証評価機関による第三者評価に関する事項 

(8)その他、校長からの諮問事項 

第４条 学務会議は毎月開催するものとし、校長が招集する。又、校長が必要と認めたときは随

時、開催することができる。 

２ 学務会議の議長は、校長が当たり、会務を主宰する。 

第５条 議長は、必要があると認めるときは、構成員以外の者の出席を求め、意見を聴くことが

できる。 

第６条 学務会議の事務は、事務局が行う。 

２ 事務局は、会議の議事録を作成し、議長の確認を得た後、これを保管する。 

 

 

附 則 

１ この規程は、平成４年４月１日から施行する。 

２ この規程は、平成 15 年４月１日から施行する。 

３ この規程は、平成 16 年４月１日から改正施行する。 
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（資料２－２－①－４） 

「金沢工業高等専門学校教務委員会規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.75） 

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 教 務 委 員 会 規 程 

 

 
第１条 この規程は、金沢工業高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）について、必

要な事項を定める。 

第２条 委員会は、次の者を委員として構成する。 

(1) 教務主事、教務副主事及び学科長 

(2) 教務主事又は学科長の推薦に基づき、校長が指名する者 

(3) 事務局長 

(4) その他、校長が指名する者 

第３条 委員会は、次の事項について審議する。 

(1) 教務運営の方針及び教育実施状況の把握に関する事項 

(2) 教育内容の改善及び授業満足度評価に関する事項 

(3) 校長から諮問された事項 

(4) 学務会議から付託された事項 

(5) 教務主事から提案された事項 

(6) その他、教育運営全般に関する事項 

第４条 委員会は、教務主事が招集し、その議長を務める。 

２ 教務主事に支障があるときは、教務副主事が議長の職務を代行する。 

第５条 議長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め意見を聴くことができ

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、校長は、随時、委員会に出席することができる。 

第６条 議長は、委員会で審議された事項をとり纏め、学務会議に報告する。 

第７条 委員会の事務は、事務局が行う。 

２ 事務局は、会議の議事録を作成し、議長の確認を得た後これを保管する。 

 

 

附 則 

 この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。なお本規程の施行により従前の教務委員会申

合せは廃止する。 
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（資料２－２－①－５） 

「金沢工業高等専門学校厚生補導委員会規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.78） 

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 厚 生 補 導 委 員 会 規 程 

 
第１条 この規程は、金沢工業高等専門学校厚生補導委員会（以下「委員会」という。）について、

必要な事項を定める。 

第２条 委員会は、次の者を委員として構成する。 

(1) 学生主事、学生副主事及び学科長 

(2) 学生主事又は学科長の推薦に基づき、校長が指名する者 

(3) 事務局長 

(4) その他、校長が指名する者 

第３条 委員会は、次の事項について審議する。 

(1) 学生の厚生補導に関する事項 

(2) 校長から諮問された事項 

(3) 学務会議から付託された事項 

(4) 学生主事から提案された事項 

(5) その他、学生の修学全般に関する事項 

第４条 委員会は、学生主事が招集し、その議長を務める。 

２ 学生主事に支障があるときは、学生副主事が議長の職務を代行する。 

第５条 議長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め意見を聴くことができ

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、校長は、随時、委員会に出席することができる。 

第６条 議長は、委員会で審議された事項をとり纏め、学務会議に報告する。 

第７条 委員会で審議された内容及び報告において知り得た個人情報については、その秘密を漏

らしてはならない。 

第８条 委員会の事務は、事務局が行う。 

２ 事務局は、会議の議事録を作成し、議長の確認を得た後これを保管する。 

 

 

   附  則 

 この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。なお本規程の施行により従前の厚生補導委員

会申合せは廃止する。 
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（資料２－２－①－６） 

「金沢工業高等専門学校進路指導委員会規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.79） 

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 進 路 指 導 委 員 会 規 程 

 

 

第１条 この規程は、金沢工業高等専門学校進路指導委員会（以下「委員会」という。）について、

必要な事項を定める。 

第２条 委員会は、次の者を委員として構成する。 

(1) 進路主事、進路副主事及び学科長 

(2) 進路主事又は学科長の推薦に基づき、校長が指名する者 

(3) 事務局長 

(4) その他、校長の指名する者 

第３条 委員会は、次の事項について審議する。 

(1) 進路指導の方針及び進路指導状況の把握に関する事項 

(2) 進路開拓に関する事項 

(3) 校長から諮問された事項 

(4) 学務会議から付託された事項 

(5) 進路主事から提案された事項 

(6) その他、進路指導全般に関する事項 

第４条 委員会は、進路主事が招集し、その議長を務める。 

２ 進路主事に支障があるときは、進路副主事が議長の職務を代行する。 

第５条 議長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め意見を聴くことができ

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、校長は、随時、委員会に出席することができる。 

第６条 議長は、委員会で審議された事項をとり纏め、学務会議に報告する。 

第７条 委員会の事務は、事務局が行う。 

２ 事務局は、会議の議事録を作成し、議長の確認を得た後これを保管する。 

 

 

   附 則 

 この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。なお本規程の施行により従前の進路指導委員

会申合せは廃止する。 
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（資料２－２－①－７） 

「金沢工業高等専門学校ハンズオン研究委員会規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.80） 

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 ハ ン ズ オ ン 研 究 委 員 会 規 程 

 

 

第１条 この規程は、金沢工業高等専門学校ハンズオン研究委員会（以下「委員会」という。）に

ついて、必要な事項を定める。 

第２条 委員会は、次の者を委員として構成する。 

(1) 研究主事 

(2) 研究主事又は学科長の推薦に基づき、校長が指名する者 

(3) 事務局長 

(4) その他、校長が指名する者 

第３条 委員会は、次の事項について審議する。 

(1) ハンズオン教育の実施方針及び実施状況の把握に関する事項 

(2) 創造実験の実施に伴う施設設備の充実と学習内容に関する事項 

(3) 校長から諮問された事項 

(4) 学務会議から付託された事項 

(5) 研究主事から提案された事項 

(6) その他、ハンズオン教育全般に関する事項 

２ ハンズオン教育の手法及び実施計画の立案については、金沢工業高等専門学校創造技術教育

研究所に付託する。 

第４条 委員会は、研究主事が招集し、その議長を務める。 

第５条 議長は、必要があると認めるときは、研究委員以外の者の出席を求め意見を聴くことが

できる。 

２ 前項の規定にかかわらず、校長は、随時、委員会に出席することができる。 

第６条 議長は、委員会で審議された事項をとり纏め、学務会議に報告する。 

第７条 委員会の事務は、事務局が行う。 

２ 事務局は、会議の議事録を作成し、議長の確認を得た後これを保管する。 

 

 
   附 則 

 この規程は、平成16年４月１日から施行する。なお本規程の施行により従前の研究委員会申

合せは廃止する。 

 

 

 



金沢工業高等専門学校 基準２ 

観点２－２－② 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が機能的に行われているか。 

（観点にかかる状況） 

・学務会議や教務委員会において、一般科目及び専門科目の代表者が出席し適宜教員間の連携に務め

ています。特に、本校が特色とする情報教育、穴水湾自然学苑教育、ハンズオン教育、資格取得教

育等の取り組みは、各教育部会において推進が図られています。(資料２－２－②－１) 

・教員間の連携を図るために、授業参観（見せ合い授業）実施や、教育成果発表会を開催しています。

(資料２－２－②－２「授業参観（見せ合い授業）」)、 (資料２－２－②－３「『教育成果発表会』

目次」) 

・一般科目と専門科目の連携を実践する科目として「創造実験」を柱とするカリキュラムを編成し、創造

技術教育研究所の取り組みにより、その具体化を推進しています。(資料２－２－②－４「『創造技術

教育』目次」) 
・数学、物理は、使える数理知識の習得を目的に、創造実験との連携を図り、数理知識の定着を目指して

います。 
・インターネットを利用した専門科目の情報教育を英語科の教員が担当しています。 
・校長の方針のもと、教務主事を中心に担当者が連携して、情報教育においては情報処理サービスセンタ

ーとライブラリーセンター、穴水湾自然学苑教育においては穴水湾自然学苑と、それぞれ協議し教育の

充実を図るべく運営しています。 
（分析結果とその根拠理由） 

・学務会議や教務委員会における審議を通じた連携と共に、本校が実施している特色ある教育の取り

組みは、ハンズオン研究委員会の活動や教育支援機構の各センターの支援により、十分な連携が図

られていると考えています。 

・教務委員会の各部会の活動や創造技術教育研究所の活動によって、教員間の連携が図られていると

考えています。 
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(資料２－２－②－１) 

「平成17年度校務担当者一覧」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

瑋 

所属学科 職名 氏名

学
務
会
議

　
学
科
長

　
　
　
教
務
係

　
　
　
学
生
係

教
務
委
員
会

　
穴
水
湾
自
然
学
苑
研
修
部
会

　
英
語
教
育
部
会

　
情
報
教
育
部
会

　
数
理
教
育
部
会

厚
生
補
導
委
員
会

　
修
学
・
生
活
指
導
部
会

　
学
生
相
談
室

　
安
全
部
会

　
学
生
活
動
支
援
部
会

　
ロ
ボ
コ
ン
委
員
会

　
ク
ラ
ス
担
任
連
絡
会

進
路
指
導
委
員
会

　
進
路
指
導
部
会

　
校
外
実
習
部
会

　
資
格
指
導
部
会

ハ
ン
ズ
オ
ン
研
究
委
員
会

　
創
造
技
術
教
育
研
究
所

一
般
教
育
部
会

電気情報工学科 教授 堀　岡　雅　清 ●

電気情報工学科 教授 香　林　利　男 ○ ● ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

電気情報工学科 教授 表　 　 義　憲 ○ △ ● ● ● ●

電気情報工学科 教授 下　谷　俊　昭 ◎ ○

電気情報工学科 教授 直　江　伸　至 ○ ○ ◎ ○ ○

電気情報工学科 助教授 林　  　孝　広 ○ ○ △

電気情報工学科 助教授 南　出　章　幸 ○ ◎ ○ ○ ○

電気情報工学科 講師 土　地　邦　生 ○ ○ △ ○ ○

電気情報工学科 講師 石　黒　泰　治 ◎ ○ ○

機械工学科 教授 金　光　 　 学 ○ ● ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

機械工学科 教授 杉　森　 　 勝 ◎ ○

機械工学科 教授 天　日  三知夫 ○ ○ ○ △

機械工学科 教授 堀　　  隆　一 ○ ○ ◎

機械工学科 教授 松　井　　  洋 ○ ◎ ○ ○

機械工学科 教授 山　田　弘　文 ○ ○ △ ● ●

機械工学科 助教授 古　屋　栄　彦 △

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 教授 今　澤　明　男 ○ ● ○ ○ ● ○ △ ○ ○ ○

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 教授 海　法　俊　光 ○ ● ○ ● ● ● ● ● ●

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 教授 榊　原  東一郎 ○ ○ △ ○ ○ ○

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 教授 田　村　景　明 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 教授 村　本　 　 紘 ○ ○ ◎

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 助教授 川　崎　順　治 ○ ○ ○ ◎ ○

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 助教授 ﾄﾞﾘｰﾝ･ｹﾞｲﾛｰﾄﾞ ○ ○ ○

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 助教授 中　川　秀　敏 ○ ○ △

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 助教授 中　沢　政　幸 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科 講師 坂　倉　忠　和 ○ ○ ◎ ○ ○

一般科目 教授 青　木　敏　彦 ○ ○ ○ △ ○ ○

一般科目 教授 作　宮　和　泉 ○ ○ ○ ○ ○

一般科目 教授 壽　時　　  廣 ○ ○ ○ ○

一般科目 教授 大　慶　 　 清 ○ ◎ ○

一般科目 教授 半　田　 　 敬 △ ○ ○

一般科目 教授 向　井　 　 守 ○ ○ ○ ○

一般科目 教授 佐　藤　　  守 ○ ● ● ● ● ● ○ ●

一般科目 助教授 氏　家　亮　子 ○ ○ ○

一般科目 助教授 大　崎　富　雄 ○ ◎

一般科目 助教授 大　原　しのぶ ○ ○ ○ ○

一般科目 助教授 佐　伯　昭　彦 ○ ○ △ ○

一般科目 助教授 陳　　　　

一般科目 助教授 原　  　孝　美 ○ ○ ◎

一般科目 助教授 村　田　俊　也 ○ ○ ○ ○ ◎

一般科目 講師 ﾌﾞﾙｰｽ･ｹﾞｲﾛｰﾄﾞ

一般科目 講師 ｱﾀﾞﾑ・ｻｰｼﾞｪﾝﾄ

一般科目 講師 ﾊﾅ・ﾍﾞﾘｰ･ﾁｰ

一般科目 講師 ｹﾝﾄ･ﾏﾂｴﾀﾞ

一般科目 講師 松　下　臣　仁 ○

一般科目 講師 宮　野　純　光 ○ ○

一般科目 講師 ﾒﾗﾆｰ･ﾔｽﾏﾂ･ﾊﾅ

穴水湾自然学苑 講師 阿　保　和　久 ○

穴水湾自然学苑 講師 長谷川　政　秀 ○

穴水湾自然学苑 講師 村　中　博　文 ○

事務局 宮　西　瑞　子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

事務局 千　川　康　夫 ○ ○

　　（●：委員長　○：委員　◎：正　△：副）

平成17年度　校務担当者一覧



金沢工業高等専門学校 基準２ 

- 39 - 

 (資料２－２－②－２) 

「授業参観（見せ合い授業）」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 「旦月会」 平成 17 年２月号 P.14） 
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（資料２－２－②－３) 
「『教育成果発表会』目次」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 「教育成果発表会」講演論文集） 
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（資料２－２－②－４） 
「『創造技術教育』目次」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「創造技術教育」研究所報告） 

 大学評価・学位授与機構による本校の認証評価 

 資格モデルにおける視点 

観点２－２－③ 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点にかかる状況） 

・本校の事務局職員は３名で、職務内容は主に庶務的業務を行っています。（資料２－２－③－１）一

方、教務業務に関しては、教務主事を長とする教務係の教員が、学生業務に関しては学生主事を長

とする学生係の教員が行うことになっています。また、クラス担任や部活顧問によって、日常的な

学生相談の体制を構築しています。その他の施設管理や財務管理といった管理運営業務は法人本部

が一括して行っています。 

・教育支援機構および研究支援機構が学園に設置され、本校の教育及び研究活動全般の支援が行われ

る体制が整備されています。 

（分析結果とその根拠理由） 

・本校は、創立間もない頃より教員が事務的業務にも参画する現在の体制で運営が行われており、教
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員と学生、教員と職員､教員相互の関係において、学務運営の当事者としての自覚と責任が醸成され、

校務の適正と円滑化が推進されていると考えています。 

・修学支援体制の中核をなす仕組みとして、クラス担任制（各クラスに担任と副担任を配置）を有し

ており、各担任は、学生の意見や要望を聞き、また、生活面での相談相手になるなど、教育活動と

生活面における円滑化を推進しています。 

・教育支援機構は、教員が行う教育活動の支援や本校の教育課程、学生の自発的学習を支援する仕組

みとして適切に機能しており、本校の教育活動を推進していると考えています。 

 

（資料２－２－③－１） 

「高専事務局の基本業務」 

 
第４条 高専事務局 
校長の掲げる教育方針のもと、教育の向上と発展を目的とした円滑な教育運営を図り、 
着実な教育成果をあげることを目標とする。 
 
＜高専事務局の基本業務＞ 
(1) 高専諸行事に関する業務 

(2) 高専の庶務全般に関する業務 

(3) 修学支援に関する業務 

(4) 課外活動の支援に関する業務 

(5) 入試及び進路に関する業務 

 

◎ 庶務課においては、次の事務をつかさどる。 

(1) 高専の行事、式典等の実施に関する事項 

(2) 工場見学、修学旅行等の実施に関する事項 

(3) 高専の庶務全般に関する事項 

(4) 各種委員会の予算管理に関する事項 

(5) 高専の公印の押印、保管等に関する事項 

(6) 高専の公文書の受付、発送、記録、保管に関する事項 

(7) 育友会の運営に関する事項 

(8) 学生便覧、学習支援計画書等の編集、発行に関する事項 

(9) 学籍の管理に関する事項 

(10) 奨学金等に関する事項 

(11) 学生の健康管理に関する事項 

(12) 学生証の交付及び各種証明書の発行、管理に関する事項 

(13) 学生会等の課外活動の支援、指導に関する事項 

(14) 募集活動に関する事項 

(15) 入学試験に関する事項 

(16) 就職、進学等の進路に関する事項 

（出典「金沢工業高等専門学校規則集」P.36「事務分掌規程」抜粋） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・本校は入学定員が135名と小規模ですが、金沢工業大学との施設、設備の共用や、学園の人的サポー

トを受けて、充実した教育環境を学生に提供しています。 

・事務的業務に教員が参加することから、教員と学生、教員と職員、教員相互のコミュニケーション

が十分に図られています。 

（改善を要する点） 

・国際コミュニケーション情報工学科の名称が分かりにくいとする意見もあり、今後の検討課題と考

えています。 
 
（３）基準２の自己評価の概要 

本校の学科構成は、「機械工学科」、平成15年度の学科改組により名称変更された「電気情報工学

科」及び同年に設置された「国際コミュニケーション情報工学科」からなり、教育の目的に沿って

体系的に編成されています。さらに、学園に教育・研究活動を支援するための組織として、「教育支

援機構」および「研究支援機構」が置かれ、その下に各種センターが設置されています。「ライブラ

リーセンター」は、文献の検索など学生の積極的な情報収集の場や、少人数授業における教室とし

て利用されるほか、ディジタル技術を活用する「モノづくり」の場としての機能も有しています。

「情報処理サービスセンター」は情報機器の環境整備や管理運営等を行っています。「自己開発セン

ター」は資格取得教育の支援や相談・講習会等を実施しています。「工学設計教育センター（夢考房）」

は、授業及び課外において様々なものづくりに取り組む現場として活用されています。「工学基礎教

育センター」は、数理教育に関する学習支援のノウハウなど情報提供等の役割を担っています。さ

らに、「穴水湾自然学苑」は、本校が掲げる「人間力」を養うプログラムである「人間と自然」の科

目を実践する教育の場として活用されています。これらの諸施設は教育目的を達成する上で適切で

あり、高度で充実した環境として整備されていると考えています。 

教育課程全体を企画・調整する体制として、学校全体の教育課程については学務会議、細部につ

いては教務委員会が整備されており、機能しています。一般科目と専門科目の教員の連携について

は、学務会議や教務委員会で組織的に検討され、機能的に行われています。本校の専任事務職員は

少数でありますが、管理運営、施設・設備等については法人本部が業務を担当し、教育支援機構が

教育活動についての支援を行っており、教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能していま

す。 

 

以上のとおり、学科等の構成、及び教育活動等を展開する上で必要な運営体制の状況を総合的に

判断すれば、現時点において相応であると考えています。 
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